
重
ね
、
番
付
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。
三

段
目（
下
か
ら
３
番
目
の
階
級
）で
好
成

績
を
収
め
た
魁
勝
さ
ん
は
、
２７
年
の
５

月
場
所
で
初
め
て
幕
下
に
昇
進
。
何
度

か
三
段
目
に
降
格
す
る
も
の
の
、
３０
年

の
１
月
場
所
で
は
７
戦
全
勝
の
成
績
で

見
事
三
段
目
優
勝
を
飾
り
ま
す
。
幕
下

に
復
帰
し
、
直
近
３
場
所
は
い
ず
れ
も

勝
ち
越
し
。
好
調
を
維
持
し
て
迎
え
る

３
月
場
所
の
番
付
は「
東
幕
下
四
枚
目
」

で
、
十
両
昇
進
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま

す
。「
周
り
は
期
待
し
て
声
を
掛
け
て
く

れ
る
け
ど
、
あ
ま
り
考
え
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
」
と
魁
勝
さ
ん
。
得
意
の
四

つ
相
撲
（
相
手
と
ま
わ
し
を
取
り
合
っ

て
組
む
相
撲
）
を
磨
き
、
自
分
の
力
を

出
し
切
る
こ
と
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
ス
タ
ー
候
補
に
地
元
の
期
待

も
高
ま
り
ま
す
。
昨
年
１０
月
、
市
民
の

有
志
で
つ
く
る「
魁
勝
応
援
会
」が
発
足
。

魁
勝
さ
ん
と
の
交
流
会
や
稽
古
見
学
、

会
報
誌
の
配
布
な
ど
を
行
い
、
応
援
の

機
運
を
高
め
て
い
ま
す
。
中
村
充
さ
ん

（
吉
良
町
）は
、
自
身
が
経
営
す
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
に
毎
年
魁
勝
さ
ん
を
招

待
。「
利
用
者
か
ら『
頑
張
れ
』と
声
を
掛

け
ら
れ
る
と
笑
顔
で
優
し
く
対
応
し
て

く
れ
る
」
と
魁
勝
さ
ん
の
人
柄
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
地
元
の
応
援
に
魁
勝

さ
ん
は
「
う
れ
し
い
し
、
頑
張
ろ
う
と

思
わ
せ
て
く
れ
る
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
語
り
ま
す
。
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

る
７
月
場
所
の
前
後
に
は
、
毎
年
必
ず

西
尾
に
帰
郷
。
４
月
７
日
㈰
に
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
る
「
大
相
撲
西
尾
場

所
」
に
も
、
郷
土
力
士
と
し
て
出
場
し

ま
す
。

憧
れ
の
力
士
は
１０
年
以
上
に
わ
た
り

大
関
と
し
て
活
躍
し
、
幕
内
最
高
優
勝

５
回
を
誇
る
親
方
。
左
四
つ
右
上
手
と

い
う
絶
対
的
な
得
意
技
を
持
っ
て
い
た

現
役
時
代
の
親
方
の
よ
う
に
「
誰
に
も

負
け
な
い
得
意
技
を
身
に
付
け
、
勝
て

る
力
士
に
な
り
た
い
」。目
標
に
近
づ
く

た
め
、
人
と
し
て
も
尊
敬
す
る
親
方
の

下
で
日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
冷

静
に
力
を
発
揮
で
き
れ
ば
勝
て
る
は
ず
。

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
内
藤
さ
ん
と

中
村
さ
ん
は
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待
を

寄
せ
ま
す
。「
早
く
十
両
に
昇
進
し
て
、

応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
大お

お
い
ち
ょ
う

銀
杏
姿

を
見
せ
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
魁
勝
さ

ん
。
地
元
の
声
援
を
受
け
、
高
み
を
目

指
し
て
土
俵
に
上
が
る
大
き
な
背
中
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
原
拓
矢
）

「
怪
我
も
な
く
調
子
は
い
い
。
自
分

の
力
を
出
す
こ
と
だ
け
を
考
え
て
稽
古

し
て
い
る
」。吉
良
町
出
身
の
力
士
・
魁

勝
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
の
は
、
大
阪
市

で
行
わ
れ
る
３
月
場
所
の
直
前
。「
と
に

か
く
勝
ち
越
し
た
い
」
と
、
力
強
く
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
日
本
の
国
技
」と
も
い
わ
れ
、
高
い

人
気
を
誇
る
大
相
撲
に
は
、
約
６
０
０

人
の
力
士
が
在
籍
。
そ
の
大
半
は
、
力

士
養
成
員
の
立
場
で
あ
る
幕
下
以
下
の

力
士
で
す
。
幕
下
で
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
十
両
に
昇
進
し
、
一
人
前

の
力
士
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
十
両

以
上
の
力
士
は
た
っ
た
の
７０
人
で
全
体

の
約
１０
パ
ー
セ
ン
ト
。
さ
ら
に
横
綱
や

大
関
な
ど
の
地
位
ま
で
上
り
詰
め
る
力

士
は
ほ
ん
の
一
握
り
し
か
い
ま
せ
ん
。

競
争
が
激
し
い
勝
負
の
世
界
で
、
魁
勝

さ
ん
は
将
来
有
望
の
若
手
力
士
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
体
が
大
き
く
、
柔
道
に

親
し
ん
だ
魁
勝
さ
ん
。
通
っ
て
い
た
吉

良
柔
道
教
室
の
当
時
の
教
室
長
、
内
藤

勉
さ
ん（
吉
良
町
）は
「
気
が
優
し
く
て

真
面
目
な
性
格
。
体
の
大
き
さ
に
頼
っ

て
力
任
せ
に
な
ら
ず
、
基
礎
か
ら
し
っ

か
り
と
練
習
し
て
い
た
」
と
懐
か
し
そ

う
に
振
り
返
り
ま
す
。
中
学
時
代
に
は

大
会
で
優
勝
す
る
ほ
ど
の
実
力
を
付
け
、

卒
業
後
は
強
豪
の
愛
産
大
三
河
高
校

（
岡
崎
市
）に
進
学
し
ま
す
。
県
大
会
で

準
優
勝
す
る
な
ど
の
活
躍
が
相
撲
関
係

者
の
目
に
留
ま
り
、
友
綱
部
屋
に
入
門
。

現
在
は
元
大
関
魁
皇
の
浅
香
山
親
方
が

創
設
し
た
浅
香
山
部
屋
に
所
属
し
て
い

ま
す
。

「
柔
道
と
相
撲
は
全
く
違
う
競
技
。最

初
は
序
二
段（
下
か
ら
２
番
目
の
階
級
）

の
力
士
に
も
勝
て
な
か
っ
た
」
と
魁
勝

さ
ん
。
相
撲
の
動
き
に
慣
れ
ず
、
な
か

な
か
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
焦
る
こ
と
な
く
稽
古
を
積
み

ふ
る
さ
と
の
応
援
を
力
に

西
尾
市
出
身
力
士
・
魁
勝

本名は本多旦
あさ
祈
き
。浅香山部屋所属。平成７

年１月２８日生まれの２４歳。１８０センチメート
ル、１４８キログラム。左四つが得意。吉良中
学校、愛産大三河高校時代は柔道部で活躍。
高校卒業後に友綱部屋に入門。２６年に独立
した親方に伴って部屋を移籍。趣味は読書

魁 勝 旦 祈

内藤勉さん（左）、中村充さん

応援会主催の激励会で軽々と
女性を持ち上げる魁勝さん
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ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
矢
田
教
室

は
、
市
内
で
８
番
目
の
吹
矢
教
室
と
し
て

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
現
在

１０
人
。
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
に
矢
田
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
初
心
者
で
も
地
区

の
大
会
か
ら
県
大
会
、
全
国
大
会
ま
で
、

多
く
の
大
会
に
参
加
で
き
、
上
達
の
目
標

と
な
る
昇
段
制
度
も
あ
り
ま
す
。
性
別
を

問
わ
ず
誰
で
も
楽
し
め
る
の
も
魅
力
で
す
。

基
本
動
作
は
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ

り
ま
す
。
①
的
に
向
か
い
一
礼　
②
構
え

る　
③
筒
を
上
げ
る　
④
息
を
吐
く　
⑤

息
を
吸
う　
⑥
吹
く　
⑦
息
を
整
え
る　

⑧
的
に
向
か
い
一
礼　
の
一
連
の
動
作
で

す
。
腹
式
呼
吸
で
行
う
た
め
、
健
康
の
維

持
と
向
上
に
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

練
習
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
、
終
わ
っ
て
か
ら
も
世
間
話

に
花
が
咲
き
ま
す
。
た
ま
に
開
催
す

る
食
事
会
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

４
月
１４
日
㈰
・
２８
日
㈰
に
は
無
料
体

験
会
を
行
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
仲
間
と
一

緒
に
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

問
髙
須
（
☎
０
９
０
・
７
６
０
３
・

９
９
４
５
／
一
色
町
）

吹き矢で健康と
人の輪づくり

スポーツウエルネス吹矢
矢田教室

このコーナーに登場してくれるサークル・ボラ
ンティア団体を募集しています。詳しくは、秘
書広報広聴課広報広聴担当（☎６５・２１５９）へ。

中村 湊
みなと

くん
（寺部町）

平成2９年４月生まれ
甘えんぼうの湊くん♡
お兄ちゃんと仲良く元
気いっぱい育ってね！

石倉 結
ゆ

衣
い

ちゃん
（中原町）

平成2９年８月生まれ
いつも元気いっぱい、
おしゃべりが大好きな
ゆいちゃんです☆

杉浦 平
たい

周
しゅう

くん
（上道目記町）
平成2９年７月生まれ
笑顔いっぱいでこれか
らも毎日を楽しもう！！
大好きだよ。

小木曽 楓
かえで

ちゃん
（室町）

平成2９年９月生まれ
歌やダンスが大好きや
んちゃガール☆３人兄
妹仲良く成長してね♡

岡田 桜
さ

咲
さ

ちゃん
（伊藤四丁目）
平成2９年４月生まれ
満開の桜のように誰か
らも愛されるささでい
てね♡　大スキだよ♡

渡邉 凌
りょう

くん
（米津町）

平成2９年４月生まれ
周りの人を明るく元気
にできる優しい子にな
ってね！！

中村 百
もも

伽
か

ちゃん
（一色町）

平成2９年４月生まれ
お兄ちゃんが大好きな
百伽。ずっと仲良しで
いてね。

佐藤 政
まさ

仁
ひと

くん
（吉良町）

平成2９年４月生まれ
しかしそこでくじけぬ
二男！健やかに育って
ね。毎日ありがとう☆
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、

大
正
時
代
、
西
尾
に
二
つ
の
俳
句
雑
誌
（
俳
誌
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
円ま

る

山や
ま

恵え

正し
ょ
う

・
長な

が

谷や

瀧ろ
う

北ぼ
く

ら
が
刊
行
し
た
『
キ
ラ
ゝ
』（
の
ち
の
『
雲
母
』）
と
、
浅
井
意い

外が
い

・

富
田
う
し
ほ
ら
が
刊
行
し
た
『
サ
ク
ラ
』（
の
ち
の
『
山
鳩
』）
で
す
。
両
誌
は
そ
れ

ぞ
れ
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
気
鋭
の
俳
人
飯い

い

田だ

蛇だ

笏こ
つ

、
村
上
鬼き

城じ
ょ
うを

選
者
に
迎
え
、
全

国
に
読
者
を
持
つ
俳
誌
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
昭
和
初
期
に
は
『
若
竹
』
が
創
刊

さ
れ
、
西
尾
の
俳
句
熱
は
若
者
を
中
心
に
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
俳
誌
は
簡
易
装
丁
が
多
い
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど
現
存
せ
ず
、
市
史
編
さ
ん

室
で
は
情
報
を
探
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
折
に
拝
借
で
き
た
の
が
写
真
の
『
飛ひ

泉せ
ん

』
で
す
。
平
原
村
の
三
浦
湫し

ゅ
う

雨う

が
主
宰
す
る
俳
句
研
究
会「
飛
泉
会
」の
会
誌
と
し
て
昭
和
３
年
～
７
年
に
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。
創
刊
号
か
ら
終
刊
号

ま
で
が
一
つ
づ
り
で
、
三
浦
家
に

保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
ガ

リ
版
刷
り
に
よ
る
初
期
の
号
に
は
、

会
員
が
互
い
に
選
び
あ
っ
た
句
や
、

室
村
の
長
谷
瀧
北
と
善
明
村
の
明あ

き
ら

軒け
ん

石せ
き

に
よ
る
超
辛
口
の
選
評
、
軒

石
や
湫
雨
の
俳
句
論
な
ど
が
掲
載

さ
れ
、
俳
句
研
究
へ
の
志
の
高
さ

と
熱
気
が
分
か
り
ま
す
。
一
方
で

号
が
進
む
と
、
俳
句
や
俳
誌
刊
行

を
日
常
生
活
と
両
立
さ
せ
る
難
し

さ
を
湫
雨
が
吐
露
す
る
こ
と
も
多

く
な
り
、
当
時
の
俳
句
青
年
の
心

情
と
葛
藤
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
資
料
で
す
。

問市史編さん室（☎５６・６６６０／岩瀬文庫内）

幻
の
俳
句
雑
誌
た
ち

岩
瀬
文
庫
学
芸
員　
神
尾
愛
子

26
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西
尾
市
の
一
番
東
に
位
置
す
る
駅
、

名
鉄
こ
ど
も
の
国
駅
。
こ
の
駅
か
ら
徒

歩
約
５
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
創

業
約
５０
年
の
雑
貨
屋
「
川
口
屋
」
で
す
。

懐
か
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
店
内
に
は
、

地
域
の
方
の
話
し
声
が
響
き
ま
す
。「
こ

ど
も
の
国
駅
は
元
々
洲
崎
駅
と
い
う
名

前
だ
っ
た
。
当
時
の
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で

は
発
車
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
み
た

い
。
乗
客
が
列
車
を
押
す
こ
と
も
あ
っ

た
と
父
か
ら
聞
い
た
」
と
店
を
営
む
豊

田
裕
さ
ん
。
自
身
も
こ
の
地
域
で
育
ち
、

通
学
や
通
勤
で
駅
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。洲

崎
駅
は
昭
和

１１
年
に
開
設
さ
れ
、
昭
和
５１
年
に
東
に

４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
現
在
の

位
置
に
移
設
。
同
時
に
「
こ
ど
も
の
国

駅
」
に
改
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
の

国
の
開
園
当
時
は
多
く
の
来
園
者
が
電

車
を
利
用
し
、
駅
周
辺
は
と
て
も
に
ぎ

や
か
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
１
日

あ
た
り
の
利
用
者
が
約
１
５
０
人
と
、

名
鉄
全
線
の
中
で
最
も
少
な
い
こ
ど
も

の
国
駅
。
平
成
１９
年
、
駅
前
に
再
び
活

気
を
と
洲
崎
地
区
の
役
員
を
中
心
に
地

域
の
人
々
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
駅
の

壁
面
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
し
て
、
映
画
を

上
映
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
今
で
も

駅
前
の
花
壇
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
５

月
の
大
型
連
休
に
は
駅
前
に
万
国
旗
を

掲
げ
た
り
と
、
お
も
て
な
し
の
取
り
組

み
で
駅
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
国
駅
か
ら
蒲
郡
方
面
に
向

か
う
と
間
も
な
く
、
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る

三
河
湾
が
車
窓
に
映
り
ま
す
。
遠
く
望

む
の
は
渥
美
半
島
。
お
す
す
め
で
す
。

川口屋を営む豊田裕さん（左）と妻の惠子さん（右）

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
、
人
を
つ
な

ぐ
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
（
に
し
が
ま
線
）。

店
や
人
、
モ
ノ
な
ど
、
沿
線
の
魅
力
を
各

駅
停
車
で
お
届
け
し
ま
す
。
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西 尾 市 の デ ー タ

見事に桜が咲き誇る、吉良町の黄金
堤です。江戸時代の貞享３（１６８６）年、
吉良上野介義央が村を水害から守ろ
うと、長さ約１８０メートル、高さ約４
メートルのこの堤防を築いたと伝え
られています。後に桜が植えられ、
見頃を迎える毎年３月下旬から４月
上旬にかけてはライトアップが行わ
れています。

「にしがま線の車窓から」の連載を
今号からスタートしました。通学や
通勤に利用したなど、名鉄西尾・蒲
郡線（にしがま線）に思い出がある方
も多いのではないでしょうか。これ
までの取材でも、多くの方がにしが
ま線の思い出をいきいきと話してく
れたのが印象に残っています。2０2１
年以降の存続が約束されていないに
しがま線。これからもたくさんの人
の思いが未来につなげられるよう、
にしがま線沿線の魅力を広報担当の
視点でお届けします。（原田成美）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】
URL	（パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
	 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
	 （スマートフォン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/sp/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色東前新田8
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

スマートフォンなどで
読み取ると「スマートフ
ォン用西尾市ホームペ
ージ」が閲覧できます。

●
中
畑
小
学
校

●
八
ツ
面
小
学
校

　
２
月
2１
日
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
方
々
を
招
い
て
「
き
ら
き
ら
集

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
花
束

の
贈
呈
や
ダ
ン
ス
の
発
表
を
し
、
最
後

は
全
校
で
「
八
ツ
面
キ
ッ
ズ
」
を
合
唱
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
、
６
年
生
を
送
る
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
卒
業
を
控
え
た
６
年
生

を
前
に
、
在
校
生
が
歌
や
楽
器
の
演
奏

な
ど
を
披
露
。
１
年
生
か
ら
は
感
謝
を

伝
え
る
手
紙
が
６
年
生
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

●
幡
豆
小
学
校

　
３
月
６
日
に
お
別
れ
集
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
６
年
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
学
年
ご
と
に
出
し
物
を
披
露
。

５
年
生
を
中
心
に
在
校
生
全
員
で
準
備

し
て
き
た
会
は
、
笑
い
あ
り
感
動
あ
り

の
思
い
出
に
残
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況
火災 救助 救 急

２月 9件 5件 543件
31年累計 16件 10件 1190件

３月１日現在 前 月 比
男性 87,460人 +80人
女性 84,918人 －9人
計 172,378人 +71人
世帯数 64,740世帯 +146世帯

人身事故
件 数

死 傷 者
死亡者

２月 41件 48人 0人
31年累計 94件 108人 1人

■犯罪発生の状況
刑法犯総数 侵入盗特殊詐欺

２月 81件 5件 1件
31年累計
（被害総額） 172件 10件 1件

80万円
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